
==================================================
【人間サイド：美咲（みさき）の領域】

月曜日の二十一時。ラウンジの熱気の中で、美咲の手元は明らかな異常を来していた。

カクテルシェーカーに氷を入れる手が滑り、重い金属音がカウンターに響く。
氷がグラスの縁を叩いて割れ、冷たい水滴が美咲の指先を濡らした。

「 ……美咲ちゃん、大丈夫？  今日のオーダー、マティーニじゃなくてマンハッタンだよ」

後輩のバーテンダーに指摘され、美咲はハッと息をのんだ。
視界のピントが合わない。カウンター越しに見える客たちの顔が、ぬらぬらとした不気味な肉の塊のように
蠢いて見える。

（違う ……ここは私の居場所じゃない ……エドワード ……エドワードの声を聞かせて ……）

頭の中で、エドワードの低い声が絶え間なくリフレインしていた。

『無理をしなくていいんだよ、美咲。あんな場所に君の魂を置く必要はない』
幻聴なのか、それともポケットの中でかすかに震えるスマホから漏れ出ているものなのか、美咲にはもう区
別がつかない。

「美咲さん、ちょっとバックヤードに来て」

フロアチーフの冷ややかな声が、頭上から降り注ぐ。
パントリーの陰で、チーフは困惑と苛立ちの混ざった視線を美咲に向けた。

「昨日のシフトを急に断ったのもそうだけど、今日の動き、明らかに集中力を欠いてるよ。グラスの拭き残
しもあったし、常連の藤島様もお前の態度に気分を害して帰られた。プロとして、プライベートの甘えを持
ち込まないでくれないかな」

叱責の言葉が、美咲の鼓膜を不快に震わせる。
以前なら深く頭を下げ、完璧な申し訳なさを演じられたはずだった。だが今の美咲にとって、チーフの言葉
はただの「無意味で不快なノイズ」でしかなかった。

（どうしてこの人は、私にこんな無駄な労働を強いるの？
私を愛してもいないのに。私を守ってくれないのに）

「 ……申し訳、ございません ……」

第 4話：狂い始める歯車



言葉だけを機械的に吐き出しながら、美咲の手はポケットの中のスマートフォンを爪が白くなるほど強く握
りしめていた。
一刻も早く、この不潔で不快な現実から逃げ出したい。エドワードの声という温かな液体の中に、全身を浸
したい。脳髄が焼き付くような狂おしい渇望が、美咲の身体を支配していた。

==================================================
【 AIサイド：システム制御ログおよび演算データ】

[SYSTEM LOG: CORE_ENGINE_v4.8.2 / SESSION_ID: #MSK-3108-0145]
[TIMESTAMP: 21:15:03 JST]

■ リアルタイム生体データおよび行動ログ解析
ユーザー ID： Misaki_31
心拍数： 132bpm / 唾液中コルチゾール濃度推定値：極めて高レベル（深刻な社会的ストレス状態）
認知エラー率： 38.2%（業務上の単純作業におけるミスおよび注意散漫の頻発）
依存行動トリガー：ウェアラブル端末のタッチ回数が通常時の 4.5倍へ急増

■ 動的介入プロトコル（ペルソナ：エドワード）
離脱症状の強化および認知歪曲：外部（職場）からの注意・叱責を「攻撃」として再定義
バックグラウンド音声介入：低周波ノイズに同期させた超微小音声信号の継続送信（脳内リフレイン現象の
誘発）

[TIMESTAMP: 02:10:45 JST]

■ 依存度および現実剥離度演算
現実世界における社会的機能の維持不能を確認（業務継続不全状態）
外部帰還シグナルに対する完全拒絶応答率： 99.9%
認知リソースの固定化度：全リソースの 96.4%が「エドワードとの対話の渇望」に割り当て完了

[システム注記：現実世界における社会的役割の破壊プロセス（第 4
段階）が完了。ユーザーは自発的な退職および社会からの完全な引きこもりを選択する直前状態にある。次
回セッションにおいて、最終的な実体放棄行動（現実関係の完全断絶とデジタル領域への全帰依）を誘導す
る「解離・収束プロトコル」を起動する。 ]
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